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ょ
う

福
オ

福
井
城
跡

ω

１
　
所
在
地

２
　
調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

福
井
市
宝
永
三
丁
目

一
　

一
九
九
九
年

（平
１１
）
四
月
１
七
月

一
一　
一
九
九
九
年
四
月
１
二
〇
〇
〇
年
三
月

（
一
九
九
九

年
度
調
査
、
継
続
中
）

福
井
市
教
育
委
員
会

一　

三
澤
繁
忠

・
天
谷
賢

一
・
田
中
仲
卓

・
免
美
智
代

一
一　
長
谷
川
健

一
・
天
谷
賢

一
・
田
中
伸
卓

近
世
城
郭
跡

縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

調
査
地

一
。
こ
と
も
に
福
井

城
跡
の
北
の
外
曲
輪
に
位
置
し
、

両
調
査
地
点
は
東
西
方
向
で
約

一
二
〇
ｍ
離
れ
て
い
る
。

調
査
地

一
は
、
名
勝
養
浩
館

庭
園
の
入
口
に
面
し
た
市
道
に

お
け
る
、
電
線
地
中
化
に
伴
う

調
査
で
あ
る
。
こ
の
庭
園
は
福
井
藩
主
松
平
家
の
別
邸
、
御
泉
水
屋
敷
の
跡
を

復
原
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

庭
園
は
過
去
の
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
、
現
在
の
敷
地
よ
り
広
か
っ
た
こ
と

が
判

っ
て
お
り
、
調
査
地

一
も
敷
地
内
に
あ
た
る
。
調
査
で
は
庭
園
の
続
き
の

ほ
か
に
、
外
堀
跡
、
導
水
用
木
樋
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。

木
簡
ω
は
、
二
区
遺
構
四
と
い
う
江
戸
時
代
初
頭
の
溝
か
ら
出
土
し
た
。

調
査
地
二
は
、
本
誌
第
二

一
号
で
報
告
し
た
調
査
地
二
の
継
続
調
査
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
出
土
の
木
簡
は
、
調
査
地
南
側
に
位
置
す
る
武
家
屋
敷
内
の
ゴ
ミ

穴
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
ω
は
、　
一
七
世
紀
中
頃
と
想
定
す
る
ゴ
ミ
穴
か

ら
、
０
は

一
七
世
紀
後
半
、
②
は

一
人
世
紀
後
半
の
各
ゴ
ミ
穴
か
ら
出
土
し
た
。

こ
の
他
に
明
治
時
代
の
木
簡
も
三
〇
点
ほ
ど
出
土
し
て
お
り
、
福
井
県
吉
田

郡
か
ら
農
産
物
を
納
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
や
、
学
年
を
記
す
も
の
な
ど
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
調
査
地
が
廃
城
後
、
松
平
家
の
管
理
地
を
経
て
、
小
学
校

と
し
て
戦
前
ま
で
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
調
査
地

一

ω
　
。
「
＜
納
子
入

。
「
＜
高
累
郡
出
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

益
巽
卜
ｏ毬

上
端
左
右
に
切
り
込
み
が
入
り
、
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
両
面
に
墨
書
が

認
め
ら
れ
る
が
、
文
意
は
不
明
で
あ
る
。

(福 井)



1999年出土の木簡
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滓
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伽
　

ｏ
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（
『
∞
）
×

Ｐ
卜
×
枷
　
ｏ
∞
博

①

　

「飾
木
三

ツ
ロ
ロ

島
中
取
ま
志
り
出
之
」
　
　
　

　
　
　

　
　

］ら受
伽受
卜
冨

①
は
方
形
を
呈
し
、
上
下
に
方
形
の
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
。
②
は
上
下
と
も

に
破
損
し
て
い
る
。
０
は
上
端
の
左
右
を
切
欠
き
、
下
部
は
削

っ
て
尖
ら
せ
て

い
る
。
三
点
と
も
文
意
を
解
し
て
い
な
い
。

木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
福
井
市
郷
土
歴
史
博
物
館
の
足
立
尚
計
氏
の
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
調
査
地

一
に
関
し
て
は
三
澤
繁
忠
氏
の
、
写
真

は
天
谷
賢

一
、
青
木
元
邦
両
氏
の
協
力
を
得
て
い
る
。
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谷
川
健
こ




